
話してみよう　糸口がみつかるから話してみよう　糸口がみつかるから
都では、 ３月を自殺対策強化月間として「自殺防止！東京キャンペーン」を実施し、

期間中に特別相談や講演会などを行います。

l�環境政策課☎０４２・４７０・７７５３

３月は、次の窓口で通常相談に加えて特別相談（相談受付時間の延長など）を行います。
特別相談 参考（通常相談）

窓口名称（実施機関）・電話番号など 日時など 電話番号 ・日時など（※）
フリーダイヤル特別相談
（NPO国際ビフレンダ―ズ東京自殺防止�
センター）
☎０１２０ ・ ５８ ・ ９０９０または
☎０３ ・ ５２８６ ・ ９０９０

３月１日㈬〜７日㈫
午後８時〜翌午前２時半
※�３月７日㈫は午後５時から。

☎０３ ・ ５２８６ ・ ９０９０
毎日午後８時〜翌午前２時半
※月曜日は午後１０時半から、
　火曜日は午後５時から。

有終支援いのちの山彦電話　−傾聴電話−
（NPO有終支援いのちの山彦電話）
☎０３ ・ ３８４２ ・ ５３１１

３月の火曜 ・ 水曜 ・ 金曜 ・ 土曜 ・
日曜日と祝日
各日正午〜午後８時

毎週火曜 ・水曜 ・金曜 ・土曜日
各日正午〜午後８時

自殺予防いのちの電話
（一般社団法人日本いのちの電話連盟）
☎０１２０ ・ ７８３ ・ ５５６

毎日午後４時〜９時
※�３月１０日㈮午前８時〜１１日㈯
午前８時の間は実施。

☎０３ ・ ３２６４ ・ ４３４３
毎日２４時間
（東京いのちの電話〈社会福祉法人
いのちの電話〉）

東京都自殺相談ダイヤル
　〜こころといのちのほっとライン〜
（NPOメンタルケア協議会）
☎０５７０ ・ ０８７４７８

３月２７日㈪〜３１日㈮
（２４時間対応） 毎日正午〜翌午前５時半

LINE相談（東京都）
【アカウント名】相談ほっとLINE＠東京
※右二次元コードから接続できます。

毎日午後３時〜１１時（受け付けは１０時半まで）
「生きるのがつらいと感じたら…」メニューから
相談を受け付けています。

自死遺族相談ダイヤル
（NPO全国自死遺族総合支援センター）
☎０３ ・ ３２６１ ・ ４３５０

３月６日㈪〜８日㈬
各日午前１０時〜午後８時

毎週木曜日午前１０時〜午後８時、
毎週日曜日午前１０時〜午後６時

自死遺族傾聴電話
（NPOグリーフケア ・サポートプラザ）
☎０３ ・ ３７９６ ・ ５４５３

３月７日㈫〜１０日㈮
各日正午〜午後４時

毎週火曜 ・木曜 ・土曜日
各日正午〜午後４時

多重債務110番
（東京都消費生活総合センター）
☎０３ ・ ３２３５ ・ １１５５

３月６日㈪ ・７日㈫
各日午前９時〜午後５時

毎週月曜〜土曜日
各日午前９時〜午後５時
（消費生活相談）

※通常相談の電話番号は、特別相談の番号と異なる場合のみ記載しています。
※いずれの相談窓口も、相談料は無料です。
※フリーダイヤル以外の相談先は、通話料 ・通信料がかかります。
※０５７０で始まるナビダイヤルは、携帯電話の無料通話、かけ放題プランなどの対象外です。

特別相談「こころの悩みなどの相談窓口」

a ３ 月１６日㈭午後 ２時〜 ３時半
e都内在住・在勤・在学の方
f先着１００人
d関谷秀子氏（精神科医・法政大学現代福祉学部教授）
k ３ 月１０日㈮午後 ５時までに、都n（https://www.fukushihoken.
metro.tokyo.lg.jp/iryo/tokyokaigi/rinji１/koenkai２.html）から
申し込みフォームで
l都福祉保健局健康推進課自殺総合対策担当☎０３・５３２０・４３１０

こころといのちの講演会（オンライン開催）
「健やかな思春期をおくるために
−こころの発達と子育てのコツ」

気づいていますか？こころのサイン
〜あなたのこころ支えるハンドブック〜

　市では、相談窓口やこころとか
らだのメンテナンス方法などを紹
介しているパンフレットを配布し
ています。また、市nでは、同パ
ンフレットや配布場所などの他、
こころの健康づくりについてご案
内しています。
l健康課☎０４２・４７７・００２２

市n

都n

　市内の桜の名木をめぐるウォー
キングを開催します。桜の美しい
この時期に、東久留米の自然を満
喫するウォーキングを楽しみませ
んか。

開催日時 ３ 月２７日㈪午前 ９時〜午後 ０時半
（予定）。雨天中止（小雨決行）
ルート市役所→落合川→多聞寺→生涯学習
センター→米津寺→黒目川→大圓寺→市役
所
集合市民プラザ（市役所 １階）
定員先着１５人
持ち物マスク、タオル、飲み物

その他▼主催＝市市民環境会議水とみどり
部会▼協力＝環境政策課
申し込み ３ 月 １ 日㈬〜 ８ 日㈬（閉庁日を除
く）に電話、m（kankyoseisaku@city.�
higashikurume.lg.jp）またはo（０４２・４７０
・７８０９）で「桜めぐりウォーキング」への参
加希望と、参加者全員の住所・氏名・年齢
・電話番号をお伝えください

　市では、都の同月間に合わせてパネル展示などを行います。
ab ３ 月 １ 日㈬〜３１日㈮、わくわく健康プラザ
l健康課☎０４２・４７７・００２２

こころの健康に関するパネル展示

こころとからだのメンテナンス
悩みやストレスを感じたら…

質の良い睡眠をとる

　自分に合った方法を知り、その日の気分や体調に合わせてメ
ンテナンスをしましょう。

　ストレスや疲れを感じた時は、「睡眠による休養」が必要です。
理想の睡眠時間は １日 ７〜 ８時間と言われていますが、睡眠時
間には個人差があります。
　「気持ちよく眠れた」と思えるような睡眠の質が大切と言われ
ています。

参考：厚生労働省eヘルスネット

適度な運動をする太陽の光を浴びる就寝・起床時間を
一定にする

早朝に日光を浴びると
体のリズムが整い、夜
の寝付きが良くなりま
す。

毎朝、一定の時間に起
きると夜自然と眠くな
ります。

ほどよい疲労は心地よ
い眠りを促します。有
酸素運動が効果的。

♥安眠のためのコツ

春の桜めぐりウォーキング参加者募集春の桜めぐりウォーキング参加者募集春の桜めぐりウォーキング参加者募集春の桜めぐりウォーキング参加者募集

ひとりで悩んでいませんか？ひとりで悩んでいませんか？ひとりで悩んでいませんか？ひとりで悩んでいませんか？
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・新型コロナウイルスワクチン関連情報…………… ２面

・軽自動車税（種別割）の申告（手続き）は ３月中に… ２面

・市内で住宅火災発生　防火対策を！……………… ３面

・「第７１回関東東海花の展覧会」で市内の生産者が入賞しました… ４面

みんないきいき　活力あふれる　湧水のまち
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毎月１日・１５日発行

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどを中止・変更する場合があります。最新の情報は、市 または直接、イベントなどのお問い合わせ先にご確認ください。



　市の集団接種は ３月中の ４回の日程をもって終了します。集団接種での接
種を希望している方は早めの接種をご検討ください。ご都合が合わない方は
医療機関による個別接種や、都の大規模接種会場での接種をご検討ください。

◆接種券の発送（１２歳以上の方）
　 ２回目・ ３回目・ ４回目の接種を ４年１２月 １ 日〜１５日に行った方への ３回
目・ ４回目・ ５回目の接種券は ３月 ８日㈬に発送予定です。接種券の到着ま
で １週間程度かかることがあり
ます（白い封筒でお送りします）。
　※�オミクロン株対応ワクチン
は ３回目以降の接種となる
方を対象に １人 １回のみ接
種が可能です。接種が完了
した方には次回の接種券は
送付されません。

◆集団接種で「予約なし接種」を実施します
対象１６歳以上で、市が発行する ３回目・ ４回目・ ５回目接種券をお持ちの方
接種日時・ 会場上記①〜④の日程および会場で、午後 ０時半〜 ５時
定員各会場３０人（予定。接種できる人数には限りがあります）
持ち物接種券が印字された予診票、予防接種済証、本人確認書類
注意会場の状況により、受け付けから接種までに時間を要すことがあります

新型コロナウイルス感染症相談窓口　〜まずは電話で相談を〜
新型コロナウイルスの感染が疑われる症状がある方の受診相談
※かかりつけ医がいる場合は、かかりつけ医に電話でご相談ください。
●�東京都発熱相談センター☎０３・５３２０・４５９２　☎０３・６２５８・５７８０
　同センター医療機関案内専用ダイヤル☎０３・５３２０・４３２７
　（いずれも２４時間、土曜・日曜日、祝日も受付）
●東京都多摩小平保健所☎０４２・４５０・３１１１
　（土曜・日曜日、祝日を除く午前９時〜午後５時受付）

引き続き感染対策を意識し、人と人との距離の確保、手洗
い・咳エチケットなど、一人ひとりの感染防止対策の徹底
にご協力をお願いします。

最新の市の新型コロナウイルス関連情報は、
市nをご覧ください。

市
n

l市新型コロナワクチンコールセンター（市コールセンター）
　☎０４２・４２０・７１７７（土曜・日曜日、祝日を除く午前 ９時〜午後 ５時受付）
　o０４２・４７７・００３３（聴覚に障害がある方などの相談）
　※詳細は市nをご覧ください。

市n 集団接種
予約サイト

新型コロナウイルス
ワクチン関連情報

★予約受付中の集団接種日（オミクロン株対応）
　予約の空きがある場合は、随時予約を受け付けています。時間と会場はい
ずれも正午〜午後 ５時、イオンホール、わくわく健康プラザです。

※�イオンホールはイオンモール東久留米 ２階（南沢 ５−１７−６２）です。接種に
関するお問い合わせはイオンでは受け付けていません。

① ３月１１日㈯　　② ３月１２日㈰
③ ３月２５日㈯　　④ ３月２６日㈰

🆀��平日に市役所へ行けない場合の原動機付自転車（１２５cc以下）
の廃車手続き方法は？

🅰　同一世帯の親族の方は納税義務者に代わって手続きが
できます。その他の方が来庁される場合は、委任状が必要
です（書式は市nからも取得可）。廃車の手続きは、郵送で
も受け付けますので、課税課にご連絡ください。

🆀��車両がないのに「軽自動車税（種別割）納税通知書」が届くのは 
なぜ？

🅰　軽自動車税（種別割）は、４月１日（賦課期日）現在、
原動機付自転車、軽自動車等を所有している方に課税
されます。したがって、手続きを行った日付によって、
その年度の軽自動車税（種別割）の賦課が決定されます。
手続きした日付を確認してください。
▼知人に譲っている＝４月１日以前に譲ったにもかかわらず納税通知書が
届いている場合は、譲り受けた方が名義変更の手続きをしていないことが
考えられます。譲り受けた方に手続きした日付を確認してください。
▼既に廃車手続きをしている＝軽自動車や１２５㏄を超える２輪の小型自動
車などの場合、軽自動車検査協会や運輸支局で手続きした際の書類が市に
届いていないことが考えられます。課税課にご連絡ください。
▼解体が終わっている＝４月１日以前に業者に依頼して解体した場合も、
業者が廃車手続きをしていないことが考えられます。業者に手続きした日
付を確認してください。
▼その他＝故障して乗れない、所有者が亡くなった、盗難に遭ってしまっ
た場合などについても手続きが必要です。状況により必要書類などが違い
ますのでそれぞれの手続き場所にお問い合わせください。なお、盗難に遭
った場合は先に警察署に被害届を提出し、届出受理番号を控えてください。

　軽自動車税（種別割）は毎年４月１日（賦課期日）現在、原動機付自転車、
軽自動車などを所有している方に課税されます。使用していなくても所有
している方、廃車や所有者変更の手続きをしていない方は所有していると
みなされ課税されますので、３月３１日㈮まで（今年は、賦課期日である４
月１日が土曜日〈閉庁日〉のため）に取扱窓口で手続きをしてください。
　※月割り課税制度はありません。
取扱窓口車両によって取扱窓口や必要書類が異なります（下
表参照）
i▼手続きには来庁する方の身分を証明するもの（運転免許
証、マイナンバーカードなど）が必要です▼代理の方が手続
きする場合は委任状が必要です（同一世帯の方を除く）
j詳細は市nでご確認ください
l課税課市民税係☎０４２・４７０・７７７７（内線２３３１・２３３２）

表　軽自動車などの申告（手続き）場所
車両の種類 申告（手続き）場所

原動機付自転車 総排気量１２５㏄以下 東久留米市役所
課税課市民税係
〒２０３−8５５５
東久留米市本町３−３−１
☎０４２ ・ ４７０ ・ ７７７７
（内線２３３１ ・ ２３３２）

ミニカー５０㏄以下

小型特殊自動車
農耕作業用

その他

軽自動車

三輪
軽自動車検査協会
東京主管事務所多摩支所
〒１8３−０００３
府中市朝日町３−１６−２２
☎０５０ ・ ３8１６ ・ ３１０４

四輪

二輪（１２５㏄超２５０㏄以下） 関東運輸局東京運輸支局
多摩自動車検査登録事務所
〒１8６−０００１
国立市北３−３０−３
☎０５０ ・ ５５４０ ・ ２０３３

二輪の小型自動車（２５０㏄超）

軽自動車税（種別割）の申告（手続き）は３月中に

市n

軽自動車税（種別割）Q＆A
🆀��転入してきた場合の原動機付自転車（１２５㏄以下）の手続き方

法は？
🅰　転入前の市区町村で、廃車手続きが済んでいる
場合には廃車証明書を課税課にお持ちください。廃
車手続きをしていない場合には転入前の市区町村で
交付されている標識交付証明書とナンバープレート
をお持ちください。

◆集団接種が終了します◆集団接種が終了します

5．3．1 ２

凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール
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が
天
引

き
さ
れ
ま
す
が
、
口
座
振
替
に

限
り
納
付
方
法
の
変
更
が
可
能

で
す
。

　
変
更
を
希
望
す
る
方
は
、
口

座
番
号
の
分
か
る
物
ま
た
は
キ

ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
、
口
座
の
届

け
出
印
、
被

保
険
者
証
を

持
参
の
上
、

保
険
年
金
課

窓
口
で
お
手
続
き
く
だ
さ
い

l
同
課
国
民
健
康
保
険
係
☎
０４２

・
４
７
０
・
７
７
３
３

子
ど
も

と
教
育

児
童
扶
養
手
当
を�

振
り
込
み
ま
す

　
１
月
～
２
月
分
の
児
童
扶
養

手
当
を
３
月
１４
日
㈫
に
指
定
預

金
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。
利

用
金
融
機
関
に
よ
っ
て
は
入
金

が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

l
児
童
青
少
年
課
助
成
支
援
係

☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
６

ひ
と
り
親
家
庭�

自
立
支
援
給
付
金

　
市
で
は
、
母
子
家
庭
の
母
親

や
父
子
家
庭
の
父
親
の
経
済
的

な
自
立
を
図
る
た
め
、
就
業
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

e
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
、

ま
た
は
同
様
の
所
得
水
準
に
あ

る
方
な
ど
で
、
簿
記
検
定
試
験
、

介
護
職
員
初
任
者
研
修
、
医
療

事
務
検
定
試
験
な
ど
の
厚
生
労

働
大
臣
指
定
教
育
訓
練
講
座
を

受
講
す
る
方

支
給
額
受
講
に
要
す
る
費
用
の

６０
％
相
当
額
を
受
講
後
に
支
給

（
上
限
あ
り
）

　
※
支
給
額
が
１
万
２
千
円
以

下
の
場
合
は
給
付
対
象
外
で
す
。

　
※
雇
用
保
険
の
資
格
が
あ
る

方
に
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
支

給
さ
れ
る
教
育
訓
練
給
付
金
と

の
差
額
分
の
み
給
付
し
ま
す
。

◎
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

e
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
、

ま
た
は
同
様
の
所
得
水
準
に
あ

る
方
な
ど
で
、
看
護
師
、
介
護

福
祉
士
、
保
育
士
、
保
健
師
、

歯
科
衛
生
士
な
ど
の
資
格
の
取

得
が
見
込
ま
れ
る
方

支
給
額
▼
住
民
税
非
課
税
世
帯

＝
月
額
１０
万
円
▼
住
民
税
課
税

世
帯
＝
月
額
７
万
５
０
０
円

i
支
給
期
間
は
４
年
が
上
限
で

す◎
共
通
事
項

　
い
ず
れ
も
事
前
の
相
談
な
ど

が
必
要
で
す
。

l
児
童
青
少
年
課
助
成
支
援
係

☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
６

高
齢
者

・
福
祉

認
知
症
介
護
者
家
族
会

　
認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
ご

家
族
の
方
、
一
人
で
介
護
の
悩

み
を
か
か
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

日
々
の
こ
と
や
心
配
ご
と
な
ど
、

気
軽
に
話
し
、
ほ
っ
と
で
き
る

場
所
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

対
象
の
地
域
を
確
認
し
、
担
当

の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

電
話
で
申
し
込
み
の
上
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

◎
東
部
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

対
象
地
域
上
の
原
・
神
宝
町
・

金
山
町
・
氷
川
台
・
大
門
町
・

東
本
町
・
新
川
町
・
浅
間
町
・

小
山

a
b
３
月
２８
日
㈫
午
後
１
時
１５

分
～
２
時
４５
分
、
東
部
地
域
セ

ン
タ
ー
会
議
室
２

k
l
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
０４２
・
４
２
８
・
７
７
８

８
ま
た
は
☎
０４２
・
４
７
３
・
９

９
９
６

◎
中
部
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

対
象
地
域
学
園
町
・
ひ
ば
り
が

丘
団
地
・
本
町
・
中
央
町
・
幸

町
・
南
沢
・
前
沢
一
～
三
丁
目

・
南
町

a
b
３
月
１３
日
㈪
午
後
１
時
１５

分
～
２
時
半
、
中
央
町
地
区
セ

ン
タ
ー
第
１
会
議
室

k
l
中
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
０４２
・
４
７
０
・
８
１
８

６
ま
た
は
☎
０４２
・
４
５
１
・
５

１
２
１

◎
西
部
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

対
象
地
域
前
沢
四
・
五
丁
目
、

滝
山
・
下
里
・
柳
窪
・
野
火
止

・
八
幡
町
・
弥
生

a
b
３
月
２７
日
㈪
午
後
１
時
１５

分
～
２
時
半
、
西
部
地
域
セ
ン

タ
ー
第
２
講
習
室

k
l
西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
０４２
・
４
７
２
・
０
６
６

１
後
期
高
齢
者
医
療
高
額

介
護
合
算
療
養
費
の�

申
請
勧
奨
通
知
の
送
付

　
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と

介
護
保
険
の
両
方
を
利
用
す
る

世
帯
の
自
己
負
担
軽
減
を
目
的

と
し
た
給
付
制
度
で
す
。
支
給

が
見
込
ま
れ
る
方
に
、
勧
奨
通

知
を
送
付
し
ま
す
。

a
３
月
中
旬
頃
送
付

c
世
帯
単
位
で
毎
年
８
月
１
日

か
ら
１
年
間
の
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
と
介
護
保
険
の
そ
れ
ぞ

れ
の
自
己
負
担
額
の
合
計
が
、

所
定
の
自
己
負
担
限
度
額
を
超

え
る
場
合
に
支
給
対
象
に
な
り

ま
す
。
申
請
し
て
認
め
ら
れ
る

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す

勧
奨
を
行
う
計
算
対
象
期
間
３

年
８
月
１
日
～
４
年
７
月
３１
日

i
計
算
の
結
果
、
５
０
０
円
以

下
の
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

k
勧
奨
通
知
に
同
封
の
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
〒

２０３

−

８
５
５
５
、
市
役
所
保
険

年
金
課
高
齢
者
医
療
係（
市
役

所
１
階
）へ
郵
送
ま
た
は
直
接

持
参
を

l
保
険
年
金
課
高
齢
者
医
療
係

☎
０４２
・
４
７
０
・
７
８
４
６
、

介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
証
明

書
や
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
な
ど

に
関
す
る
こ
と
は
介
護
福
祉
課

介
護
サ
ー
ビ
ス
係
☎
０４２
・
４
７

０
・
７
７
５
０

市n

５

年

度

の 

国
民
年
金
保
険
料

　
４
月
分
か
ら
の
定
額
保
険

料
が
、
１
カ
月
１
万
６
５
２

０
円
に
確
定
し
ま
し
た（
付

加
保
険
料
１
カ
月
４
０
０

円
）。
前
納
金
額
は
次
の
通

り
で
す
。

◎
６
カ
月
前
納（
４
月
～
９
月

分
ま
た
は
１０
月
～
６
年
３
月
分

ま
で
が
対
象
）

▼
口
座
振
替
＝
９
万
７
９
９
０

円（
毎
月
払
い
よ
り
１
１
３
０

円
の
割
引
）▼
現
金
納
付
＝
９

万
８
３
１
０
円（
毎
月
払
い
よ

り
８
１
０
円
の
割
引
）

◎
１
年
前
納（
４
月
～
６
年
３

月
分
ま
で
が
対
象
）

▼
口
座
振
替
＝
１９
万
４
０
９
０

円（
毎
月
払
い
よ
り
４
１
５
０

円
の
割
引
）▼
現
金
納
付
＝
１９

万
４
７
２
０
円（
毎
月
払
い
よ

り
３
５
２
０
円
の
割
引
）

◎
２
年
前
納（
４
月
～
７
年

３
月
分
ま
で
が
対
象
）

▼
口
座
振
替
＝
３８
万
５
９
０

０
円（
毎
月
払
い
よ
り
１
万

６
１
０
０
円
の
割
引
）▼
現

金
納
付
＝
３８
万
７
１
７
０
円

（
毎
月
払
い
よ
り
１
万
４
８

３
０
円
の
割
引
）

　
※
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

付
の
前
納
の
保
険
料
額
は
現

金
納
付
と
同
じ
金
額
に
な
り

ま
す
。

l
武
蔵
野
年
金
事
務
所
☎
０

４
２
２
・
５
６
・
１
４
１
１

国
民
年
金

だ
よ
り

市内で住宅火災発生
防火対策を！

　今年に入り、市内の住宅火災で亡くなった方がいます。ご自宅な
どの防火対策を今一度確認してください。

l東久留米消防署地域防災担当☎０４２・４７１・０１１９（内線３２２）

東京消防庁
公式アプリn

消防や救急の情報
を入手できます。

東京消防庁
公式アプリ

S TOP !S TOP !

 電気コード火災
▼�コンセントの差し込み部分にほこ
りがたまらないように、定期的に
掃除する
▼�テーブルタップは決められた容量
で使用し、たこ足配線に注意する

▼�調理中はコンロから離れない
▼�まわりに可燃物を置かない
▼�調理中は火力を調整するなどして
着衣着火に注意する

 コンロ火災
▼�寝たばこは絶対しない
▼�灰皿に吸い殻を貯めない
▼�吸い殻は水で完全に消火して捨て
る

 たばこ火災

 ストーブ火災
▼�外出、就寝するときに必ずストー
ブを消す
▼�ストーブを毛布やカーテンの近く
に置かない

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどを中止・変更する場合があります。最新の情報は、市 または直接、イベントなどのお問い合わせ先にご確認ください。
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お
知
ら
せ

第
１
回
市
議
会
定
例
会

　
令
和
５
年
第
１
回
市
議
会
定

例
会
が
３
月
１
日
㈬
～
２７
日
㈪

の
日
程
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
。
市
長
の
施
政
方
針
演
説
が

３
月
１
日
㈬
、
施
政
方
針
に
対

す
る
総
括
代
表
質
問
が
３
日
㈮
、

一
般
質
問
が
６
日
㈪
～
９
日
㈭
、

常
任
委
員
会
が
１３
日
㈪
～
１５
日

㈬
、
予
算
特
別
委
員
会
が
１６
日

㈭
～
２３
日
㈭
の
予
定
で
す（
い

ず
れ
も
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

は
休
会
）。

l
議
会
事
務
局
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
８
９

３
月
１０
日
は「
東
京
都

平
和
の
日
」で
す

　
昭
和
２０
年
３
月
１０
日
未
明
の

大
空
襲
で
、
１０
万
人
と
も
い
わ

れ
る
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

都
で
は
、
戦
争
の
惨
禍
を
再
び

繰
り
返
さ
な
い
こ
と
を
誓
い
、

３
月
１０
日
を「
東
京
都
平
和
の

日
」と
定
め
、
東
京
都
平
和
の

日
記
念
式
典
を
実
施
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
東
京
大
空
襲
を
は

じ
め
戦
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方

々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と

と
も
に
、
世
界
の
恒
久
平
和
を

願
い
、
３
月
１０
日
㈮
午
後
２
時

か
ら
１
分
間
の
黙
と
う
を
実
施

し
ま
す
。
市
⺠
の
皆
さ
ん
は
そ

れ
ぞ
れ
の
家
庭
や
職
場
な
ど
で
、

黙
と
う
に
ご
協
⼒
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
ま
た
、
哀
悼
の
意
を
表
す
る

た
め
、
当
日
市
役
所
本
庁
舎
で

半
旗
を
掲
揚
し
ま
す
。

l
総
務
課
庶
務
担
当
☎
０４２
・
４

７
０
・
７
７
１
４

市
民
自
主
企
画
講
座
の

開
講
を
支
援
し
ま
す

　
地
域
で
自
主
的
に
活
動
し
て

い
る
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
を
育

成
す
る
た
め
、
各
団
体
が
外
部

か
ら
講
師
を
招
き
、
企
画
・
運

営
す
る
講
座
に
対
し
、
開
講
費

用
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

e
歴
史
・
経
済
・
政
治
・
文
学

・
教
育
・
家
庭
教
育
・
文
化
な

ど
、
主
に
市
内
で
活
動
し
て
い

る
学
習
グ
ル
ー
プ
や
サ
ー
ク
ル

が
開
催
す
る
講
座
で
、
７
月
１

日
㈯
～
６
年
３
月
１５
日
㈮
に
開

催
す
る
も
の

i
市
広
報
紙
で
募
集
し
、
市
⺠

が
受
講
で
き
る
講
座
に
限
り
ま

すk
３
月
１
日
㈬
～
１６
日
㈭
午
前

９
時
～
午
後
５
時（
土
曜
・
日

曜
日
を
除
く
）に
、
申
込
用
紙

（
市
文
化
協
会
ま
た
は
同
協
会

n
か
ら
取
得

可
）に
必
要

事
項
を
記
入

の
上
、
直
接

同
協
会
へ
提
出
を

l
同
協
会
☎
０４２
・
４
７
７
・
４

７
０
０

さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー 

日
中
一
時
支
援
事
業 

介
護
人
募
集

　
障
害
が
あ
る
方
の
地
域
生
活

を
一
緒
に
支
援
で
き
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

勤
務
時
間
１
時
間
か
ら
可（
利

用
者
の
利
用
時
間
中
）

勤
務
場
所
さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン

タ
ー

勤
務
内
容
同
セ
ン
タ
ー
内
で
障

害
者（
児
）の
日
中
活
動
の
支
援

な
ど

報
酬
な
ど
時
給
１
０
７
２
円

j
資
格
を
お
持
ち
の
方
歓
迎
。

施
設
内
研
修
あ
り

k
l
同
セ
ン
タ
ー
☎
０４２
・
４
７

７
・
２
７
１
１（
平
日
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）

「
東
久
留
米
市
立
学
童 

保
育
所
の
民
間
活
力
の

導
入
に
係
る
実
施
計
画
」 

を
改
訂
し
ま
し
た

　
４
年
１１
月
に
改
訂
し
た「
今

後
の
東
久
留
米
市
立
学
童
保
育

所
の
運
営
方
針
」で
は
、
直
営

の
学
童
保
育
所
に
お
け
る
安
定

的
な
事
業
の
継
続
と
い
う
課
題

と
⺠
間
に
よ
る
運
営
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
か
し
て
育
成
内
容
の
充

実
を
図
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

は
、
⺠
間
活
⼒
を
導
入
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
対
応
し
、
業
務
委

託
に
よ
る
運
営
状
況
や
学
童
保

育
所
を
取
り
巻
く
状
況
を
考
慮

し
な
が
ら
、
業
務
委
託
の
拡
大

等
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討

し
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
４
年
４
月
か

ら
の
第
一
小
学
校
区
の
前
沢
第

一
・
第
二
学
童
保
育
所
、
第
十

小
学
校
区
の
柳
窪
第
一
・
第
二

学
童
保
育
所
、
本
村
小
学
校
区

の
本
村
学
童
保
育
所
へ
の
⺠
間

活
⼒
導
入
に
つ
い
て
、
そ
の
振

り
返
り
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
２

年
度
に
実
施
し
た
振
り
返
り
と

同
様
に
、
業
務
委
託
の
初
年
度

か
ら
適
切
か
つ
利
用
者
満
足
度

の
高
い
育
成
支
援
を
行
え
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
つ

い
て
は
、「
今
後
の
東
久
留
米
市

立
学
童
保
育
所
の
運
営
方
針
」

を
踏
ま
え
、
更
な
る
学
童
保
育

所
へ
の
⺠
間
活
⼒
の
導
入
に
つ

い
て
の
具
体
的
な
考
え
方
を
示

す
た
め
、「
東
久
留
米
市
立
学
童

保
育
所
の
⺠
間
活
⼒
の
導
入
に

係
る
実
施
計

画
」を
改
訂

し
ま
し
た
。

　
同
実
施
計

画
は
、市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー（
市

役
所
１
階
）、
中
央
・
滝
山
・

ひ
ば
り
が
丘
・
東
部
の
各
図
書

館
ま
た
は
市
n
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

l
児
童
青
少
年
課
児
童
青
少
年

係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
５

「
東
久
留
米
市
第
４
次 

男
女
平
等
推
進
プ
ラ
ン
」 

を
策
定
し
ま
し
た

　
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、

「
男
女
平
等
推
進
プ
ラ
ン
」の
策

定
や「
男
女
共
同
参
画
都
市
宣

言
」を
は
じ
め
と
し
た
、
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　
こ
の
た
び
、
現
行
の「
第
３

次
男
女
平
等
推
進
プ
ラ
ン
」が

計
画
期
間
の
満
了
を
迎
え
る
た

め
、
さ
ら
な
る
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
男
女

共
同
参
画
に
関
す
る
施
策
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る

た
め
、「
第
４
次
男
女
平
等
推
進

プ
ラ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
本
プ
ラ
ン
に
掲
げ
た
基
本
理

念「
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、

個
性
と
能
⼒
を
い
か
し
、
と
も

に
参
画
す
る
ま
ち
　
東
久
留

米
」を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

市
と
市
⺠
と
事
業
者
が
連
携
し
、

協
⼒
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠

で
す
。
引
き
続
き
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
⼒
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
同
プ
ラ
ン
は
、
生
活
文
化
課

（
市
役
所
２

階
）、
市
政

情
報
コ
ー
ナ

ー（
同
１
階
）、

中
央
・
滝
山
・
ひ
ば
り
が
丘
・

東
部
の
各
図
書
館
ま
た
は
市
n

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

l
生
活
文
化
課
男
女
共
同
参
画

係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
８

同協会n

市n

市n

l産業政策課農政係☎０４２・４７０・７７４３

「第７１回関東東海花の展覧会」で市内の生産者が入賞しました

金賞
（日本花き卸売市場協会会長賞）

玉川友則氏のプリムラ・ポリアンサ
（品種名＝アプリ）

銀賞
（日本花普及センター会長賞）

秋田緑花農園のパンジー
（品種名＝多摩の舞）

銅賞

玉川淑子氏のプリムラ・ポリアンサ
（品種名＝アプリ）

　「第７１回関東東海花の展覧会」が １月２７日から ３日間､ 池袋サンシャインシティ文化会館で開催さ
れました。この展覧会では､ 関東東海地区（ １都１１県）の花の生産者が腕によりをかけて育てた高品
質の花々がその品質と商品性を競う日本最大規模の品評会が開催され､ 東久留米市からは ３人の生
産者が花苗部門に出品しました。
　花苗部門では１３７品の出品があった中､ ３ 人全員が入賞､ その内 ２ 品が金賞を含む特別賞を受賞
し､ 市内の生産者の栽培技術の高さを示しました。
　生産者のきめ細やかな技術と愛情で育てられ美しく咲く花は､ 東久留米の魅力のひとつです。
　今回の受賞者は次の通りです。おめでとうございます。

展
覧
会
の
様
子

5．3．1 4

凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール

お知らせ



職
員
募
集

学
童
保
育
所
職
員
募
集

説
明
会

a
３
月
６
日
㈪
午
前
１１
時
か
ら

（
３０
分
～
１
時
間
程
度
）

b
市
役
所
５
階
５
０
２
会
議
室

c
学
童
保
育
所
に
つ
い
て
、
児

童
厚
生
指
導
員（
会
計
年
度
任

用
職
員
・
専
門
職
）お
よ
び
児

童
厚
生
員（
会
計
年
度
任
用
職

員
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
職
）の
仕

事
の
内
容
、
応
募
資
格
、
現
在

の
募
集
状
況
な
ど
に
つ
い
て

e
児
童
厚
生
指
導
員
お
よ
び
児

童
厚
生
員
の
仕
事
に
興
味
の
あ

る
方

k
当
日
会
場
で

l
児
童
青
少
年
課
児
童
青
少
年

係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
５

５
年
度
学
童
保
育
所 

会
計
年
度
任
用
職
員

①
児
童
厚
生
指
導
員（
会
計
年

度
任
用
職
員
・
専
門
職
）

勤
務
時
間
月
曜
～
土
曜
日
、
月

１
２
４
時
間
、
午
前
８
時
１５
分

～
午
後
７
時
の
間
で
４
～
７
時

間
の
シ
フ
ト
勤
務（
変
則
勤
務

あ
り
）

勤
務
内
容
学
童
保
育
所
に
お
け

る
児
童
の
育
成
支
援
な
ど

応
募
資
格
保
育
士
、
社
会
福
祉

士
、
学
校
教
員
免
許
法
第
４
条

に
規
定
す
る
免
許
の
い
ず
れ
か

の
有
資
格
者
、
ま
た
は
放
課
後

児
童
支
援
員
認
定
資
格
研
修
を

修
了
し
た
者
も
し
く
は
受
講
資

格
を
持
つ
者

報
酬
月
額
２０
万
８
９
８
０
円

応
募
書
類
▼
市
販
履
歴
書（
写

真
貼
付
）▼
資
格
証
明
書
の
写

し
▼「
児
童
厚
生
指
導
員
と
し

て
仕
事
を
す
る
上
で
大
切
に
し

た
い
こ
と
」に
つ
い
て
考
え
や

意
見
を
原
稿
用
紙
で
８
０
０
字

以
内
に
ま
と
め
た
小
論
文

②
児
童
厚
生
員（
会
計
年
度
任

用
職
員
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
職
）

勤
務
時
間
月
曜
～
土
曜
日
、
月

７５
時
間
程
度
、
午
前
８
時
１５
分

～
午
後
６
時
の
間
で
４
～
７
時

間
の
シ
フ
ト
勤
務（
変
則
勤
務

あ
り
）

勤
務
内
容
学
童
保
育
所
に
お
け

る
児
童
の
育
成
支
援
の
補
助
な

ど報
酬
時
給
１
１
０
２
円

応
募
書
類
市
販
履
歴
書（
写
真

貼
付
）

《
①
・
②
共
通
事
項
》

任
用
期
間
４
月
１
日
～
６
年
３

月
３１
日（
６
年
４
月
１
日
以
降

は
条
件
付
き
で
再
度
任
用
の
場

合
あ
り
）

j
祝
日
お
よ
び
年
始（
１
月
１

日
～
３
日
）は
勤
務
日
に
含
め

ま
せ
ん
。
交
通
費
相
当
額
と
期

末
手
当
の
支
給
は
、
別
途
市
の

規
定
に
よ
り
支
給
し
ま
す
。
①

に
つ
い
て
は
社
会
保
険
の
加
入

あ
り

k
３
月
９
日
㈭
ま
で（
閉
庁
日

時
を
除
く
）に
、
応
募
書
類
を

直
接
児
童
青
少
年
課
児
童
青
少

年
係（
市
役
所
２
階
）へ
持
参
を
。

書
類
選
考
後
、
面
接
の
上
決
定
。

提
出
さ
れ
た
書
類
は
返
却
し
ま

せ
ん

l
同
係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７

３
５

官
公
署

　
な
ど

５
年
度
自
衛
官
等
の 

各
種
試
験
案
内

　

応
募
資
格
・
申
込
方
法
な
ど

の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◎
一
般
曹
候
補
生（
現
場
で
働

く
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
な
り
た

い
方
）

応
募
資
格
１８
歳
以
上
３３
歳
未
満

の
方

受
付
期
間
３
月
１
日
㈬
～
５
月

９
日
㈫

試
験
日
５
月
１９
日
㈮
～
２８
日
㈰

の
う
ち
指
定
す
る
一
日

◎
自
衛
官
候
補
生（
現
場
で
働

く
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
な
り
た

い
方
）

応
募
資
格
１８
歳
以
上
３３
歳
未
満

の
方

受
付
期
間
年
間
を
通
じ
て
実
施

試
験
日
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し

ま
す

◎
一
般
幹
部
候
補
生（
将
来
の

リ
ー
ダ
ー
に
な
り
た
い
方
）

応
募
資
格
大
学
卒
業（
見
込
み

含
む
）程
度
で
２２
歳
以
上
２６
歳

未
満
の
方

受
付
期
間
▼
１
回
目
＝
３
月
１

日
㈬
～
４
月
１４
日
㈮（
音
楽
要

員
除
く
）▼
２
回
目
＝
３
月
１

日
㈬
～
６
月
１５
日
㈭（
パ
イ
ロ

ッ
ト
要
員
除
く
）

試
験
日
▼
１
回
目
＝
４
月
２２
日

㈯（
全
種
目
）・
２３
日
㈰（
パ
イ

ロ
ッ
ト
要
員
希
望
者
の
み
）▼

２
回
目
＝
６
月
２４
日
㈯

◎
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

応
募
資
格
歯
科
・
薬
剤
科
専
門

の
大
学
卒
業（
見
込
み
含
む
）で
、

歯
科
が
２０
歳
以
上
３０
歳
未
満
の

方
、
薬
剤
科
が
２０
歳
以
上
２８
歳

未
満
の
方

受
付
期
間
▼
１
回
目
＝
３
月
１

日
㈬
～
４
月
１４
日
㈮
▼
２
回
目

＝
３
月
１
日
㈬
～
６
月
１５
日
㈭

試
験
日
▼
１
回
目
＝
４
月
２２
日

㈯
▼
２
回
目
＝
６
月
２４
日
㈯

l
防
衛
省
自
衛
隊
東
京
地
方
協

力
本
部
国
分
寺
募
集
案
内
所
・

甲
斐
☎
０４２
・
３
２
４
・
１
０
１

０
、
m（tokyo.pco.kokubu�

nji@
rct.gsdf.m

od.go.jp

）

市
民・院
内
フ
ォ
ー
ラ
ム

a
３
月
１１
日
㈯
午
後
３
時
か
ら

b
前
田
病
院
１
階
待
合
室（
中

央
町
５

−
１３

−
３４
）

c「
寝
た
き
り
を
防
ご
う
！
骨

粗
鬆
症
の
最
新
治
療
」

d
前
田
浩
行
氏（
同
病
院
院
長
）

g
無
料

i
会
場
の
収
容
人
数
に
限
り
あ

りk
事
前
に
来
院
の
上
、
申
し
込

み
を

l
同
病
院
☎
０４２
・
４
７
３
・
２

１
３
３

第
２
４
１
回
東
京
都
都
市 

計
画
審
議
会
傍
聴
者
募
集

a
５
月
１９
日
㈮
午
後
１
時
半
か

らb
都
庁
会
議
室

f
１５
人（
事
前
抽
選
）

i
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関

わ
る
案
件
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

会
議
が
一
部
非
公
開
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す

j
付
議
予
定
案
件
は
都
都
市
整

備
局
n
ま
た
は
同
局
都
市
計
画

課
へ
問
い
合
わ
せ
を

k
４
月
２７
日
㈭
ま
で
に（
消
印

有
効
）、
往
復
は
が
き（
１
人
１

通
の
み
有
効
）に
住
所
・
氏
名

・
電
話
番
号

・
傍
聴
希
望

の
旨
を
記
入

の
上
、
〒
１６３

−

８
０
０
１
、
都
都
市
整
備
局

都
市
計
画
課
宛
て
郵
送
を

l
同
課
計
画
監
理
担
当
☎
０３
・

５
３
８
８
・
３
２
２
５

有
償
家
事
援
助
活
動

「
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス
」

協
力
会
員
募
集

　「
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス
」は
高

齢
者
や
障
害
者
、
産
前
産
後
で

お
困
り
の
方
が
、
住
み
慣
れ
た

家
で
、
自
立
し
た
生
活
が
で
き

る
よ
う
に
行
わ
れ
る
助
け
合
い

活
動
で
す
。
空
い
て
い
る
時
間

で
家
事
な
ど
の
お
手
伝
い
が
で

き
る
方（
協
力
会
員
）を
募
集
し

て
い
ま
す
。

c
次
の
中
か
ら
提
供
で
き
る
内

容
を
選
ん
で
登
録
し
ま
す
▼
食

事
の
支
度
▼
衣
服
な
ど
の
洗
濯

・
繕
い
▼
住
居
の
掃
除
・
整
理

▼
生
活
用
品
の
買
い
物
▼
話
し

相
手
・
朗
読
・
代
筆
▼
外
出
・

通
院
付
き
添
い
▼
そ
の
他

e
１８
歳
以
上
で
心
身
と
も
に
健

康
な
方

g
年
会
費
１
０
０
０
円
以
上

謝
金
▼
月
曜
～
土
曜
日
午
前
９

時
～
午
後
５
時
＝
１
時
間
当
た

り
８
０
０
円
▼
そ
の
他
の
日
時

＝
１
時
間
当
た
り
１
０
０
０
円

k
l
市
社
会
福
祉
協
議
会
ふ
れ

あ
い
サ
ー
ビ
ス
☎
０４２
・
４
７
３

・
０
２
９
４

市 民 伝 言 板

会員募 集
◆本村小体操会＝a月曜〜土曜日午前 ６
時半〜 ７ 時b本村小学校g会費年１，２００
円jラジオ体操などで健康維持と会員相
互の触れ合いを。現地入会受け付けもl
伊東☎０４２・４７１・７１１４
◆東久留米市ラジオ体操連盟＝a毎日午
前 ６時１０分〜 ７時他b滝山公園他g会費
年１，２００円j初心者歓迎。正しいラジオ
体操、練功十八法を身に付け健康維持l
對
つし

馬
ま

☎０４２・４７１・５７４２
◆居合術・棒術・合気武術（錬心武友会）
＝a毎週日曜日午前１１時半〜午後 １時５０
分他bスポーツセンターg入会金３，０００
円、会費月３，０００円j小学生〜年配の方
まで未経験の方誰でもできます。見学可
l細谷☎０４２・４２１・４０７５
◆東久留米自然ふれあいボランティア＝
a月 ４回。第 ２・第 ４・第 ５土曜日およ
び土曜日に活動がない金曜日午前 ９時〜
午後 ３時b市内の緑地保全地域などの雑
木林g会費年１，０００円他jどなたでも参
加できます。詳しくはくるくるチャンネ
ルをl豊福☎０４２・４７５・７６４３

◆謡曲（観世流謡曲同好会　春秋会）＝a
月 ２回。第 ２・第 ４金曜日午後 １時半〜
４時b滝山団地第 ２住宅集会所g会費 ６
カ月２，０００円j一緒に楽しく謡いません
か。見学可。経験者歓迎l井上☎０８０・
７７２６・４１５８
◆囲碁（木曜会）＝a毎週木曜日午後 １時
〜 ５ 時b浅間町地区センターg会費月
５００円他j囲碁有段者で６０歳以上の方。
１８年続くクラブです。現在 ７人ですl小
玉☎０４２・４２１・３６２０

催 し
◆写真展（なごみの会）＝a ３ 月１６日㈭〜
２０日㈪午前１０時〜午後 ５ 時bスペース
１０５（市役所向かい）j「くるなごみ展」四
季のいろどりl清水☎０４２・４４９・８２２９

大人向けプラネタリウム大人向けプラネタリウム
「ノチウ　アイヌ民族の星座をたずねて」（2023春）「ノチウ　アイヌ民族の星座をたずねて」（2023春）
　アイヌ民族には独自の星座・星名が伝わ
っています。アイヌ語で星は「ノチウ」。ノ
チウのおはなしをたずねて北の空へ向かい
ましょう。当日の星空とともにご案内しま
す。
a ３ 月１５日㈬午後 １時１０分〜 １時５５分b多
摩六都科学館サイエンスエッグe中学生以
上（小学生以下は入場不可）f先着２３４人g
観覧付入館券（展示室＋プラネタリウム １
回）１，０４０円（中学〜高校生４２０円）k当日開
館時より同館インフォメーションにて観覧
券を販売l同館☎０４２・４６９・６１００ 同イベントポスター

都都市整備局n

市職員募集市職員募集
市n

　 ７月 １日以降に採用する職員を募集します。募集職種・募集人数などは、下
表の通りです。その他受験資格などは、募集要項をご確認ください。
募集要項 ３ 月 １ 日㈬以降、市nから取得してください
申込受付期間 ３ 月 １ 日㈬〜２４日㈮（必着）
申し込み方法市nから申し込みをしていただいた後、受験票などを郵送で送付
していただきます。詳細は募集要項をご覧ください。
　なお、新型コロナウイル
ス感染症の拡大状況などに
より、日程などを変更する
場合があります。最新の情
報は市nをご確認いただく
か、職員課までお問い合わ
せください。
l職員課☎０４２・４７０・７７１６

表　市職員募集の職種・募集人数など表　市職員募集の職種・募集人数など
職種 試験区分 募集人数

一般事務
（学芸員・考古学専攻）

Ⅰ類（大学卒程度）
※�大学等で考古学
を専攻した者

若干名

土木技術 Ⅰ類（大学卒程度） 若干名
保健師 － 若干名
栄養士 － 若干名

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどを中止・変更する場合があります。最新の情報は、市 または直接、イベントなどのお問い合わせ先にご確認ください。
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職員募集 官公署など
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